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に， 2 つの測定理論の本質的差異奇考察し， 3 次元溶接残留応力の測定にば本論文で提案した固有ひ
ずみを媒介とする測定理論が適していることを示している。










線方向固有ひずみを推定することから測定できることを明らかにしている。また， Li 片の実用的な 2
つの切り出し方 (Lz 法と Ly 法)に対して，それぞれ実用的測定手順を示している。
第 4 章では本論文で、提案した新しい測定原理に基づいた残留応力測定理論の妥当性と有用性を示す



























応力を理論的に正しい方法で， 測定できることを実例をもって示したものであって， 3 次元残留応
円δ???
力分布の新しい知見を与えると共に，残留応力の影響を受ける構造体の構造設計および溶接設計にお
いて寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものど認める。
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